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研究概要 

2025 年にロシア第一次革命は生起から 120 年を迎える。この革命は、ロシアの専制政府を打

倒することには失敗したが、19 世紀後半以降の近代ロシアの歴史における様々な矛盾や課題

が噴出した極めて重要な事件であった。申請者はこれまで日露戦争を契機としたロシア社会

の変革志向と第一次革命を一連の過程として把握する著書を発表したほか、第一次革命期の

ペテルブルク労働者の運動の分析に従事してきた。こうした研究蓄積に基づきながら、本申

請研究では第一次革命を全体的に捉えなおすことに取り組むことを課題としたい。近年のい

くつかの新しい研究動向にも注意を払いながら、ロシア第一次革命の意味と意義を再考す

る。 
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結 果 

今年度は、下記に記す 2 点の成果物を発表した。まず、歴史学初学者を対象とした史学科教

員の共著書では、歴史学がはらむ客観性と主観性の問題を二度にわたる体制変化を経験した

ロシアにおける第一次革命研究を素材に検討し、体制変化が歴史家の認識にも影響している

こと、しかし史料に立脚することで歴史学の客観性を確保しうることを説いた。もう一つ

は、1905 年 11 月におこった「クシカ事件」を取り上げて、辺境でのこの事件が当時のツァ

ーリ政府と革命運動の力関係を象徴的に明らかにしていたことを実証的に論じた。 

以上の成果に加えて、1906 年前半のペテルブルクにおける大量失業問題と、第一国家ドゥー

マ選挙への労働者の関与の在り方について、引き続き史料分析に努めた。 
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近年取り組んできた第一次革命の研究史の分析から、一般向けとはいえ一定の結果を公表で

きた。第一次革命期の同時代的論説は、厳密には歴史学的研究とは言えないが、そこには実

体験を踏まえた重要な論点が数多く含まれている。一部はすでに成果物として公表している

が、さらに同時代的論説の分析を進める必要がある。また、国家ドゥーマ選挙と失業問題に

ついては、史料の収集と分析に努めているが、成果物として公表に至らなかったことは反省

材料である。 
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